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　　　　　　　　　米収イエル大學天女蔓Frank　Schlesinger
1923年にC・m・b・llがC・lif・ml・輝の籔となる爲にLick天矯をS・t9
欧といふ事は回りも濃恢交腿力・ら一人畷も有能な下鞘鉄つた
といふ事であった．
C・m・b・IIは1夢62年の四］一トー日Ohl・州のH・n…kCountyといふ所，）
農場・生れた．父はR・b…Wi！・・nと’いび母はH・・ri・t　C・mpb・11　＆Dk，
彼は二＋畷の時1・Mi・hi・・n輝を附した・此の輝はそのiき口恥1　k
多くの勝れた天螺糖回せしめたけれど，常時は大學卒業後の徽をア，
リカ幽でし’t7・・とい三下瞬ど渤・つたCam・betlより就勧凝厚1
謡うちでPh・D・の三門獲得したのはB・nj・・i”　GouldとWiHi・tn　Elkin
の二人だけだったと記憶するが，此の二人共ヨーロッパで修業したのである
輝を点したばかりのB・S・のC・m・b・11は直にColo「ado大學の蜘吻
授として禰され・1888年1・iijlびMi・hi・・n輝へ天螺の指導正1となってr、　
るまで二欄そd瑠ってみた・それカ・ら三年の後，触隅加Li・k天駄
（1888年忌）4劇／の席を提供され麟して赴任した・元來その敵rl・ld，：、
は翻離腿ぶべきかを良く知ってみて・Lick天燃がその支配下にあった
暫くの聞にB・mh・m，　B・rn・・d・Keeler・S・h・・berle・C「ew・Aitk…C・。，，
bell，　Hussey，　Wrightといふ多くの逸材をHamilton山上に集めたのである．
此の一榊まその能力の上力・ら見て繊果から見ても・内外の天文判れも軌
に及ぶものはなかった．
Li・k天嫁でのC・m・b・llの主な仕事離でも知ってみる椥q・覗線敏の1！　
定であった．此の種の仕事はもともとK：eelerが始めたもので，　Keelerは十Vg
個の瓦斯1睨雲の澱姻　1乏で測】定した事もあったが・1893年目All・gh・・yソく
：煽磁長になったので彼の研究も一“1）eづ中絶の止むなき騰となったのであ
る・これが爲に覗線速度に關する研究分野はCarppbellのものとなってしまっ
た耐で・C・mpb・llは新に此の研究鵬眞徹干し・その精戯驚・二二
準にまで高めた・三つのプリズ’・のある分光器から撮った額IIこ，充分に嚇
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なスペクトル線が相當澤山にある時には．たった一・枚の乾板から彼が決定した
覗線速度でもその蓋然誤差は四分の一キロメートルに過ぎなV・のである．其の
後今r］まで四十年たったけれどCampbellの後三者達は未だに誰も此の宋毒度の
記録を破ることが出來ない有様であるが，これは畢寛彼が最高級の熟練と馬験
とを持ち，その上に両些細な黙をも忽せにしない注意深さを持ってるた事によ
るのである．
　1898年にH・！denは姦長の職を退きその代りにKeelerが後任としてHamil－
t・nlJlに臣1、｝つて來たノ；穿任後聞もなくKeelerは天交豪の岡書室へ王学を呼び
集めて色々と今後の天文聯・1三1笥の方針を話し，同時にifl分！ヨ身は新設のC・・ss－
ley反射鏡に杢力を注ぐと言明した．絵談ながら．此の反射鏡で一仕事しやう
とした三三はそれ迄に数人はあったのだが皆失敗した．Keelerが最期に至るま
でのたったこ年間に此の反射鏡でど1駿の爲眞を撮り大成功をおさめた事は，天
文學史上に興味ある一章の材料ともなるものである．然しそれは兎も角とし
て，KecIerの此の日の言明を聞V、た天：文塵の幹部一同は救はれた様な氣持ちに
なったにちがひない．殊に誰よりも…番にCampbellはホツとしたことであら
う．何故かといへば：分光器での仕事はKeeler自身がLickで始め，後にAlleg－
henyに行ってからもやってみた回れた研究である．　Lickへ二つた彼が今叉手
の仕事をすると宣言した所で誰も苦情のいひ様がなかったのである・
　Keelerの瀞命はたしかにHamilton山へ來た爲に縮められたのだった・彼
自身は氣がつかなかったのだが彼の心臓は衰弱してみた．それだのにHamil－
tOnの一iっの峰に彼の仕宅があり，仕事はもう一つ別の峰の上でせなければな
らないとV・ふ様な工合になってみたが爲に，その峰を昇らなければならなV・と
いふ事が此の症欺を悪化壱しめ，1900年の夏突然焚作におそはれて程なく此の
世を去ってしまった．そこでCalifornia大學の総長Wheelerは次の遵長に誰
を任命すべきかに頭をなやましたあげく，欧米の十二人の著明な天文學者に手
粧を出して尋ねたところ，十二人が十二人ともみんなCampbellを指名したの
であった．かうして1901年にCampbellは藁長となり，名義上は1930年迄・
實際上は1923年に大學穗長になるまでそり地flkを保ってるた・
　その後聞もなく硯線速度の決定といふ問題はLickの重要な事業となったの
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みならすその畑野＋輔禰，・れt’Sk各加1で疏開の主なうものとさ擬
みたのである．此の倒；蹴いてC・m・b・lt・i・献燐の多くの燵が照し
た．殊にW．H．　W・ightやJ・H・M…eの名は特筆せねばならない・C、，、
hegi・1・・・・・・・・・…W・・hl・9…醐継窮して種・の學靴の蝶1・糠ゴ1晦
戸襖へる＊k・i・・なった時，C・mpb・IIの縦はゴ姻｛・その脱（轍つたも。・r）、
一つであり，そして此の乱心は長い闇謡いた．塞πllに於ける太陽の進路と禦げf
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ歓定するのが1轍激li耽の一i　1　t．nる口伽）一．．つであったのだけれど，　Li・k　vJ、
ら舩天の四分の三だけしカ・蹴ない．撫C脚1・e旧．穆の訊輪かC㌧、
へば肪の魏で燃をlleeai’うと愚ふ臆ものであって・完全に日純血す禰
にはどうしたって天室磯を親湛llしなければな臆いのである・つまり麟壊
に観測厨・を設けなければならないといふ亀1論になる・Campbellは1930年半1）
0．Millsを設V・て此の計＝t’iiこ興味を抱かせる事に域功し・Mills父子の援助で
南緯33・，チリのサンチヤ期∫近に反射望速鏡と灘な分纈5眞器を搬笥
た．然し此の南極球遠征は最初不幸な運命に見舞はれた・それといふのはその
以前，Cr・ssley反射望遠鏡のf5∫購をLick天文寮が受けた際に，その購物の【1盲
に三＋六吋の鏡がもう一・つ鮒に含まれてみたの’6’・これ輔へ持って行って
使ふといふ計．需iが立てらiしたのであった・然しその鏡には中心に孔があいてみ
なかった．分光1旗の制二｛・1．堤非ともC・9・・seg・aill式に反臓轍は楓まな
らす，Casseg・・i・式にするに｛・砒の孔が腰である・だか囎き」・げられ711し
の鏡の，厚さ．泥吋程もある物に孔を穿たうといふ事になった・此の様な穿孔作
叢は内部に盃を起させ，鏡を打ちくだいてしまふ恐れがある事は充分に分って
みたので，作糊始に先だつてその爆獲と・それ剛網口業‘ゆ危瞼と噛し、
て1樋甑手段煽心してみたかうした手段を講…じて置いたの職際趣
よかった裏で・激症轍千・・破片となって隔てしまった・軟も誰一側
我もせす，最大の損ツtといへば豫心計謎の氾延であったが，証しいガラス材料
が闇もなく手に入り，口的通りの物に磨き上げられた・瓶が叉こ」にもう一・っ
の聖画・起つたそれは自lj秘・ゆ組・tl二が経つた時iこ堀詰へ持って行鰯
に一・時C・lif・rnia　x＼説服やうと患っfc　C・・npbcllがそのf【・温し・でる欝，
偶然の丁丁事から背q，を傷めてしまった事である・彼がこんなにからだを悪く
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したことは今までには嘗てなかった．出來上った望遠鏡を自分自身で南米へ蓮
ぱうと患ってみた最初の計書も，こんな事から止むを得す攣更せねばならなく
なって，若v・Wrightが代理をつとめる事になった．　Wrightは立派にそ¢役
口をはたした．
　太陽の進路を決定する事の外に，これらの二つの分光爲眞器による仕事には
澤山の而白い副産物がある．中でも分光三星の磯見は驚くべき程澤山の数にの
ぼった。B型の星は三つIZZ一一一つ，進んだ型の星ではそれよりも幾分少ない割合
で述星である事が分つた．將來蓮星の週期の憂化が問題となる場合にはCamp－
bellの此の観測はその方面で叉かけ替のない即値を嚢下するであらう．此の槻
測ば他のf可れの天文壼の正確な観測よりも少くとも十年の年月だけ先んじてみ
るし，殊に南天の分光蓮星は今日でもまだCampbellのが唯一一の槻測であるの
が多い．
　Campbcllの仕事はたN’星の速度の決定だけではなくて，分光的研究にかけ
ては欝時獲達してみた範三内のあらゆる：方面に及んでみた．中でも日食の際の
炭功は特筆大書すべきである．V・つたいCampbellは口食については仕合者
で，彼が観測に出かけさへすれば不思議に上天氣にめぐまれるものだから，例
の“Campbell　Luck”といふ言葉が出來た程であるが，彼が撮った乾板はD・
H．MenzelのすばらしV・研究の材料となウ，　Lickの出版物の一巻をなしてみ
る．彼自ら陣頭に立って活動した最後の日食は1922年のAustraliaのもので
ある．その際に彼とR．Trumplerは，太陽の周邊では星の位置がEinste｛nの
論の通りに偏って見えるといふ事を，もはや疑を挾む下地がないまでに確めて
しまった．
　かうして日食に成功したCampbellの船がSan　Franciscoに着くと，桟橋の
上にはCalifornia大弓の紬長の椅子力｛まちかまへてみた．つまり大墨の統御委
員會の委員の一人が出迎へて，総長になって呉れる様にと懇願したのである．
彼は天文學に一身を打込んでしまはうと久しv・前から決心してみたので，嘗て
ある學院の長に好三三で迎へられたけれど，それ，も断ってしまったことさへあ
る。だから今度も何の躊躇もせすに拒絶してしまった．然しながら彼が承諾す
る様に個人的の立場から切願され，同時に3く総長としての彼の務めが目下緊急
llli：1；iliiliJI；lii－ll－lliilii311iiillliiillSiiil“II；li－iZiilli；liiill／’tiF［igivcf’b7Dr；lipttifiprLErplF，it．io〈・s．？．“g．」tlr‘e’Jg’i“t；’e－iy．Et7f．L‘i，・，，1一ll・1，，？i6
いと親念した・それは1923職がプ｛＋二麟である・それでも彼は激寝と
しての役目をはたし畿二二三轍‘測ckへ断って來て伽うといふ希
壁を抱き・その爲徽といふ犠レよ自分で持ってる翻こした・けれど段CC）
友燵には前から分りきってゐ蘭り・歓は此の瀧を「eし得る騰釜1，衆
す，1930年・総長をやめると同時に豪長の席をR・G・Aitkenに譲った．
六＋臓のその年まで徽繍とい蹴知らなかったの燃そ幅後
は健康といふ事を知らなかった・色々曜腕がこんがらがって煽li幅
徽なくなり，もう…つの眼もひどく伽を損じた・彼の前途にはた隔
があ・ばかりだと信じ職舳な夫人に鰍の上の鮒を背ftはすに忽ぴす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1938年六月十四H，彼はわれとわが手で白玉の命を絶つた．
彼の鋤の根元はその慮れた脚こある・彼は爾力詠って嫉そし，
ひと幽した上は，欝としてそれを守つ勘事塑「ける‘c　・’・・　2’lt　1・　・、L・IN　tlJi
漱であったことも彼の獺である・そしてかういふ脇を持ってる7・・Alttl、
ク紬ckの様なtllの上の燃の凧上として嘱するのである・それ鴨
鰯族が肌學撒の鱒｛輌でなく　‘’・」t一．liの事，例へ臓女鳩・様
々の軸を融通まはせるカ≧譲欝をどの食瓢（Mess）1こ入れる力畑
ふやうな事まで比すべて報嚇ζ加ってみる・伽やり加どうであっ
たにしろ・好裸轍網論定川來痴話萩とし涌いて蜘11に
Li・kの成績は鵬峰に達し，當時で一応⑳雌をi【’める燃とし・認
められるに至った程である．（POpL　Astr・，47（1939），2－5・榮助課）
（163頁よりの績き）
此の藪は主とし磯胴に近冨鵬工せられる微光のミラ星蹴・・ても認めら
れてゐ齋あって，例へば“さそり”‘‘へびつかひ”にスオげ醗回した眼
醜極大光度が11等，12等の57個のミラ星の2卜均週期は217口である
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下継等i）
